
参加いただいた保護者の皆様から、学校統合に対する現在の御意見を伺いました。 

 

 

 

参加された保護者の皆様からの主な御意見 

 

 

 

第一・第二中学校区に 
お住まいの皆様へ No.２ 

『11月保護者懇談会』 
   
日頃より本市の教育行政に御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
今回のたよりでは、令和３年11月５日（金）、６日（土）、15日（月）、16日（火）、 

17日（水）に開催した保護者懇談会において伺った御意見についてお伝えします。 
  
 

開催日時 会場 参加人数 

11月５日（金）午後７時から 千本小学校体育館 19人 

11月６日（土）午後７時から 第二小学校体育館 27人 

11月15日（月）午後７時から 青少年教育センター ４人 

11月16日（火）午後７時から 第一中学校会議室 ４人 

11月17日（水）午後７時から 青少年教育センター １人 

  懇談会当日の資料と会議録の概要につきましては、ホームページ 
にアップいたしました。裏面下部の QRコードをお読み取りいただき、御確認下さい。 
  なお、第一小学校の保護者の皆様の御意見につきましては、10 月 28 日に第一小 PTA 主催
で開催された保護者説明会において伺わせていただきました。 
※統合方針決定時の教育委員会の対応について 
  6 月に推進委員会や保護者の皆様に方針決定をお伝えした際、今年度の最新の児童生徒数
推移をお伝えしなかったことにつきましては、丁寧さに欠け、不適切でありました。児童生徒数推移
につきまして、保護者の皆様には方針廃止時のお便りと一緒に配布させていただきましたが、改め
て、お詫び申し上げます。 
 

 

千本小会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二小会場 

 

 

 

 

 

令和３年 11月 発行 

沼津市教育委員会事務局 教育企画課 

所在地：沼津市御幸町 16-1 

ＴＥＬ：055-934-4821 

E-mail：kyouiku-ki@city.numazu.lg.jp 

・方針が決まった瞬間にちゃぶ台をひっくり返すような話になり、納得できない。軸が１本通って

いないやり取りになっていると思う。軸をぶらさずに進めて欲しい。押し切って欲しかった。進め

方を考えて欲しい。 

・部活動の観点からも、今回の統合には期待していた。再度第一地区との統合を考えて欲しい。 

・第一地区で行われたアンケートについて、実施期間、文言に対する疑問がある。 

・1 クラスの人数が少ないことにより、親子で人間関係に苦しんだ。特に中学では、たくさんの人

数の中で様々なことを経験させたかった。 
・署名を強要され、徐々に保護者の話（声）が消えていった。 
・子供たちと、保護者の意見が全くない状態での廃止だったので、率直に子供がかわいそうだと
思った。できれば統合して、人数が増えた中で友人関係を築かせたい。 

・副市長の記事に関することについて教えて欲しい。 

・中学の統合には賛成。自立に向けての第一歩。多人数の中で人間力を身に付けてもらいたい。 

・PTA 会長の名前が署名に書かれていたが、保護者は何も問われていない。統合を進めてもら

いたかった。小規模校では、将来子育て世代は戻って来ないと思う。 

・統合をしないとなると、将来的にコミュニティを維持できなくなるのではないか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

未就学児保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一小、第一中保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 懇談会に参加いただいた保護者の皆様から、様々な御意見を伺うことができました。あ

りがとうございました。各懇談会の場で、「今後につきましては、各学校や地域ごとの組織

で、まずは地域の子供たちをどのような教育環境で育てたいかを協議していただきたい」

とお願いいたしました。教育委員会としましても、基本方針や検討体制等について、再度

検討し、子供たちのために、どのように教育環境を整備することが良いのかを共に考えて

いきたいと思います。 

 今後も、統合についての御意見等がありましたら、教育企画課に電話やメール等で連絡

を頂き、皆様の声を聞かせていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

沼津市立小・中学校適正規模・適正配置ホームページ⇒ 

・これまでの統合の進め方は民主的であった。統合に賛成していたので、なぜ統合が中止にな

ったのか納得できない。第二の署名活動は同調圧力を感じ、問題である。 

・指定校制度に特例を設け、千本小の児童については学校を選べるようにしてもらいたい。 

・少人数の方が、担任の先生から労力と時間を掛けてもらえるので、子供は幸せだと思う。 

・市長が前面に出て、教育、防災、スポーツ、産業、人口など全てまとめて議論するべき。 

・方針の決定、廃止ともに経緯に問題がある。 

・統合方針に強い意見を持っていないが、他の中学校も人数が減ってくるので、もっと広い範囲

で考えていくと良いと思う。 
・少人数教育は人間関係が固定されてしまうことがデメリットだと感じる。 

・統合に対して賛成だったため、統合廃止となり非常に残念だった。子供が中学生になる時ま

での見通しに、不安を感じている。 
 

・子供がいなくなったら学校の意味がない。 

・今回の統合の話は決して急な話ではなく、6 年くらい前から着々と進められている。保護者アン

ケートのとおり、統合を進めたほうがよい。方針を覆すほどの根拠があったとは思えない。 

・今後のプロセスの中で、子供たちの意見を聞いて欲しい。 

・中学の部活で好きなスポーツができない環境はかわいそうだと思うが、市は人口を増やす施策

を行っており、その結果を見てからでもいいのではないかとも思う。 

・第二地区から出された要望書の内容が途中から変わってしまった。 

・7 月の意見交換会の際、コロナ禍であっても統合は進めるという話だったが、たった 1 日でひ

っくり返ったことに驚いている。 

・今回の結果は非常に残念である。子供の教育のためということが軽くなってしまっていると感じ

る。 

・今後の検討組織には、PTA会長だけではなく、低学年の PTAも入れて欲しい。 

・一旦凍結したことに安心している。再度第二から要望が出れば、また話が始まるのだと思う。 

・子供の声、現場の先生の声等も聞き、バランスを取りながら進めて欲しい。 

・統合して大勢の環境で教育を受けさせたかった。部活も充実しない。非常に残念。 


